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加
盟
団
体
を
ゆ
く

《
第
三
十
八
回
》
臨
済
宗
円
覚
寺
派

　

今
回
は
臨
済
宗
円
覚
寺
派
の
本
山
円

覚
寺
を
お
訪
ね
し
、
横
田
南
嶺
管
長
、

今
杉
康
道
宗
務
総
長
に
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。
円
覚
寺
は
Ｊ
Ｒ
横
須
賀
線
「
北

鎌
倉
駅
」
下
車
徒
歩
一
分
と
い
う
好
立

地
な
が
ら
、
伝
統
あ
る
佇
ま
い
を
現
代

に
受
け
継
い
で
お
り
国
内
外
の
多
数
の

参
拝
者
で
常
時
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

─
貴
宗
派
で
継
続
的
に
、
も
し
く
は

　

最
近
力
を
入
れ
て
い
る
活
動
に

�

関
し
て
お
聞
か
せ
下
さ
い
─

　

円
覚
寺
は
、
開
山
が
中
国
宋
の
高
僧

無
学
祖
元
、
開
基
は
時
の
執
権
北
条
時

宗
で
、
弘
安
五
年
に
開
堂
供
養
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

創
建
の
主
旨
は
、
国
家
鎮
護
と
仏
法

紹
隆
、
及
び
当
時
二
度
に
渡
る
元
寇
に

お
け
る
敵
味
方
の
戦
没
者
の
菩
提
を
、

怨
親
平
等
の
精
神
に
基
づ
い
て
弔
う
こ

と
に
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
、
誰
も
差
別
を
せ
ず
弔
う

誰
に
で
も
開
か
れ
た
寺
院
を
、
と
い
う

創
建
の
精
神
を
受
け
継
い
で
、「
よ
り

多
く
の
方
に
、
参
加
の
し
や
す
い
仏
教

講
座
を
開
催
し
た
い
」
と
朝
比
奈
宗
源

管
長
（
別
峰
老
師
）
が
発
願
、
戦
前
よ

り
「
円
覚
寺
夏
期
講
座
」
を
開
始
し
ま

し
た
。
今
年
も
第
七
十
五
回
を
七
月
に

開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

他
の
講
座
で
は
な
か
な
か
お
願
い
が

難
し
い
講
師
の
方
も
「
円
覚
寺
の
夏
期

講
座
な
ら
」
と
講
演
を
快
諾
頂
け
る
ケ

ー
ス
も
あ
り
、
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

先
人
の
御
恩
に
報
い
る
べ
く
、
今
後
も

毎
年
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
ち
ら
の
夏
期
講
座
の
投
宿
研
修
に

は
事
前
の
申
込
み
が
必
要
で
す
が
、
円

覚
寺
で
は
「
坐
禅
を
開
放
す
る
」
こ
と

に
力
を
入
れ
て
お
り
、
坐
禅
会
・
法
話

会
は
一
部
を
除
い
て
予
約
不
要
で
誰
で

も
参
加
が
可
能
で
す
。

　

例
え
ば
「
日
曜
説
教
会
」
は
、
第
二

日
曜
日
に
は
管
長
自
ら
法
話
を
行
い
ま

す
。土
曜
は
午
後
よ
り
坐
禅
の
み
の「
土

曜
坐
禅
会
」
を
開
催
し
て
お
り
、
大
勢

の
参
加
者
で
賑
わ
い
ま
す
。
ま
た
、
毎

朝
早
朝
に
は
「
暁
天
坐
禅
会
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
年
二
回
、
夏
目
漱
石
の
小
説

の
舞
台
に
も
な
っ
た
と
言
わ
れ
る
居
士

林
に
お
い
て
泊
ま
り
込
み
の
学
生
坐
禅

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

こ
ち
ら
は
僧
侶
の
修
行
道
場
に
準
じ

た
内
容
な
の
で
厳
し
い
生
活
が
待
っ
て

い
ま
す
。
竈
で
炊
飯
を
行
い
、
携
帯
電

話
の
使
用
も
制
約
さ
れ
る
生
活
を
体
験

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
連
帯
感
が
生
ま

れ
た
り
、
日
常
の
悩
み
か
ら
ひ
と
と
き

と
は
い
え
解
放
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
情
操
的
に
良
い
影
響
が
あ
れ
ば
、

と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

他
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
年
四
回
の
会

報
誌
の
発
行
を
通
じ
て
広
報
活
動
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。
円
覚
寺
派
は
所
属
寺

院
が
二
〇
九
ヶ
寺
と
い
う
規
模
的
に
は

小
さ
な
宗
派
で
す
が
、
会
報
誌
は
各
寺

院
を
通
じ
て
信
徒
に
配
布
さ
れ
て
お
り
、

お
盆
号
は
二
万
部
以
上
が
配
布
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　

今
後
も
先
人
か
ら
受
け
継
い
だ
伝
統

を
守
り
つ
つ
、
よ
り
細
や
か
な
布
教
活

動
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

─
現
代
社
会
に
対
す
る
思
い
を

�

お
聞
か
せ
下
さ
い
─

　

教
育
に
関
す
る
問
題
に
対
し
て
は
非

常
に
憂
慮
し
て
お
り
ま
す
。
公
教
育
に

お
い
て
宗
教
が
排
除
さ
れ
て
し
ま
い
、

人
々
が
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
や
、
見
え
な

い
も
の
に
対
す
る
畏
敬
の
念
等
が
失
わ

れ
て
し
ま
い
、
悲
惨
な
事
件
や
信
じ
ら

れ
な
い
で
き
ご
と
が
続
発
す
る
原
因
の

一
端
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
は
、

と
思
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
方
々
に
対
し
て
、
我
々
も

横田南嶺臨済宗円覚寺派管長
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寺
院
を
で
き
る
限
り
開
放
し
て
力
に
な

り
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
が
、
不
登

校
や
引
き
こ
も
り
等
、「
学
校
、
病
院
、

寺
院
等
に
来
る
事
が
で
き
な
い
」
方
々

の
方
が
よ
り
深
刻
な
ケ
ー
ス
で
あ
る
場

合
が
多
い
で
す
。
そ
う
し
た
方
々
に
今

後
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
そ
の
他
何
ら

か
の
手
段
を
通
じ
て
心
の
安
ら
ぎ
を
提

供
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
、
方
法
を

模
索
し
て
お
り
ま
す
。

─
仏
教
界
に
対
す
る
思
い
を

�

お
聞
か
せ
下
さ
い
─

　

現
代
最
も
僧
侶
に
求
め
ら
れ
て
い
る

の
は
、
高
圧
的
な
態
度
で
布
教
を
行
う

の
で
は
な
く
平
等
の
精
神
で
、
と
も
に

汗
を
流
し
て
布
教
活
動
を
行
う
事
だ
と

思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
徒
弟
教
育

に
今
以
上
に
力
を
入
れ
る
べ
き
で
は
な

い
か
、
と
思
い
ま
す
。

　

葬
儀
や
墓
地
に
関
す
る
問
題
も
近
年

注
目
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
地
域
差
も

大
き
く
、
ま
た
歴
代
の
伽
藍
を
守
り
続

け
て
い
る
寺
院
と
、
全
く
そ
う
し
た
も

の
を
持
た
な
い
、
も
し
く
は
必
要
と
し

な
い
ケ
ー
ス
が
全
て
ひ
と
く
く
り
で
論

じ
ら
れ
る
の
は
い
か
が
な
も
の
か
、
と

感
じ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
時
事
的
問
題
に
対
し
て
も
、

人
々
の
声
や
世
間
の
声
に
真
摯
に
耳
を

傾
け
て
、
宗
派
の
枠
を
超
え
て
問
題
意

識
を
共
有
し
て
今
後
に
生
か
し
て
い
く

事
が
肝
要
と
思
い
ま
す
。

─
全
日
本
仏
教
会
に
対
す
る

　
　

ご
要
望
や
ご
意
見
を

�

お
聞
か
せ
下
さ
い
─

　

研
修
会
を
は
じ
め
と
し
た
人
権
に
関

す
る
取
り
組
み
や
、
朝
鮮
半
島
出
身
の

旧
民
間
徴
用
者
等
の
ご
遺
骨
返
還
に
つ

い
て
の
取
り
組
み
な
ど
は
、
円
覚
寺
派

だ
け
で
は
情
報
収
集
や
行
政
と
の
や
り

と
り
が
非
常
に
難
し
か
っ
た
の
で
大
変

助
か
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
例
え
ば
神
奈
川
県
で
今
年

四
月
か
ら
開
始
さ
れ
た
「
受
動
喫
煙
防

止
条
例
」
に
対
し
て
各
寺
院
や
宗
派
で

は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る
の
か
、

と
い
っ
た
時
事
的
な
問
題
に
対
し
て
情

報
提
供
を
頂
け
る
と
非
常
に
役
立
つ
の

で
は
な
い
か
、
と
思
い
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
関
し
て
は
、
円
覚

寺
で
も
今
年
７
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を

行
っ
た
ば
か
り
で
す
。
今
後
イ
ベ
ン
ト

の
掲
載
等
、
よ
り
広
報
的
連
携
を
深
め

て
い
け
れ
ば
、
と
思
い
ま
す
。

臨
済
宗
円
覚
寺
派
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.engakuji.or.jp/

舎利殿（国宝）

舎
利
殿
（
国
宝
）

源
実
朝
が
宋
の
能
仁
寺
か
ら
請
来
し

た
仏
牙
舎
利
を
奉
安
す
る
堂
宇
。
鎌

倉
時
代
に
中
国
か
ら
伝
え
ら
れ
た
「
唐

（
か
ら
）
様
式
」
を
代
表
し
、
そ
の
最

も
美
し
い
建
造
物
と
し
て
国
宝
に
指

定
さ
れ
て
い
る
。

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

表
紙
写
真
紹
介

「
岡
山
県
高
松
地
区

　文
英
石
仏
」

　

大
き
な
石
に
レ
リ
ー
フ
の
よ
う
な
感

じ
で
彫
ら
れ
た
お
地
蔵
さ
ま
。
ま
ぁ
る

い
お
顔
に
大
き
な
鼻
、
ま
る
で
お
相
撲

さ
ん
の
よ
う
な
ど
っ
し
り
と
し
た
個
性

的
な
お
姿
は
、「
文
英
石
仏
」と
い
っ
て
、

文
英
さ
ん
と
い
う
お
坊
さ
ま
が
彫
ら
れ

た
も
の
で
す
。

　

水
攻
め
で
有
名
な
高
松
城
が
あ
っ
た

岡
山
県
岡
山
市
の
高
松
地
区
で
は
、
そ

の
戦
い
で
亡
く
な
っ
た
方
々
を
供
養
す

る
た
め
に
、
た
く
さ
ん
の
お
地
蔵
さ
ま

が
彫
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
今

で
も
こ
の
あ
た
り
に
は
文
英
石
仏
が
一

〇
〇
体
ち
か
く
残
っ
て
い
て
、
お
家
の

す
ぐ
横
、
大
き
な
道
沿
い
、
田
ん
ぼ
の

中
…
…
な
ど
、
い
ら
っ
し
ゃ
る
場
所
も

さ
ま
ざ
ま
。
地
域
の
人
た
ち
の
生
活
の

中
に
と
け
込
ん
で
い
る
、「
あ
た
り
ま

え
」
の
よ
う
な
仏
さ
ま
で
す
。

　

表
紙
の
写
真
の
お
地
蔵
さ
ま
は
、
田

ん
ぼ
の
真
ん
中
に
堂
々
と
立
っ
て
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
稲
刈
り
が

終
わ
っ
た
秋
の
季
節
。「
今
年
も
お
地

蔵
さ
ま
の
お
か
げ
で
、
い
っ
ぱ
い
お
米

が
収
穫
で
き
ま
し
た
」
地
域
の
人
た
ち

の
感
謝
の
声
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
で
す
。

仏
像
ガ
ー
ルR
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理
事
会
・
評
議
員
会
・
参
与
会
開
催

　

九
月
十
六
日
に
東
京
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル
に
て
開
催
さ
れ
た
。今
回
の
理
事
会
・

評
議
員
会
・
参
与
会
は
臨
時
に
招
集
さ

れ
、
主
に
公
益
財
団
法
人
へ
の
移
行
に

関
し
て
の
議
案
が
話
し
合
わ
れ
た
。

　

開
会
後
、
本
会
寄
附
行
為
に
基
づ
き
、

理
事
会
議
長
は
有
田
惠
宗
理
事
長
が
務

め
、
評
議
員
会
議
長
に
は
四
之
宮
弘
孝

評
議
員
（
高
野
山
真
言
宗
）
が
選
出
さ

れ
た
。

　

議
事
は
、
ま
ず
理
事
会
議
案
第
一
号
、

「
評
議
員
の
変
更
に
つ
い
て
承
認
を
求

め
る
件
」
が
審
議
さ
れ
、
全
会
一
致
で

承
認
さ
れ
た
。

　

退
任

　

佐
伯 

龍
幸
（
真
言
律
宗
）

　

髙
岸 

義
昭
（
滋
賀
県
仏
教
会
）

　

津
村 

泰
雅
（
愛
媛
県
仏
教
会
）

　

就
任

　

佐
伯 

快
勝
（
真
言
律
宗
）

　

前
阪 

良
憲
（
滋
賀
県
仏
教
会
）

　

御
木 

徳
久
（
愛
媛
県
仏
教
会
）

　

続
い
て
、
評
議
員
会
・
参
与
会
の
議

案
第
一
号
が
審
議
さ
れ
た
。

・�

本
財
団
の
公
益
財
団
法
人
へ
の
移
行

に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
件

　

①
定
款
（
案
）

　

②�

理
事
・
監
事
及
び
評
議
員
に
対
す

る
報
酬
等
支
給
基
準
規
程
（
案
）

　

に
関
し
て
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
依
頼

し
て
い
る
朝
日
ビ
ジ
ネ
ス
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
担
当
者
及
び
事
務
局
よ
り
説
明
が

行
わ
れ
た
。
質
疑
応
答
の
後
承
認
を
求

め
、
両
案
件
と
も
全
会
一
致
で
承
認
さ

れ
た
。

　

続
く
理
事
会
に
お
い
て
は
、評
議
員
・

参
与
会
の
議
案
を
引
継
ぎ
、
左
記
内
容

に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
た
。

　

①
定
款
（
案
）

　

②�

財
団
法
人
全
日
本
仏
教
会
に
お
け

る
最
初
の
評
議
員
選
任
方
法（
案
）

　

③�

評
議
員
選
定
委
員
会
委
員
候
補
者

（
案
）

　

質
疑
応
答
の
中
で
事
務
局
よ
り
、
改

め
て
今
年
度
中
の
申
請
を
目
指
し
て
い

る
こ
と
、
行
政
指
導
の
モ
デ
ル
定
款
に

で
き
る
限
り
準
拠
し
た
内
容
で
定
款
を

作
成
し
て
い
る
こ
と
、
運
営
の
規
定
を

作
る
事
を
優
先
し
て
い
る
事
等
が
説
明

さ
れ
、
全
て
の
案
件
が
全
会
一
致
で
承

認
さ
れ
た
。

　

特
に
定
款
に
つ
い
て
は
、
今
後
内
閣

府
公
益
認
定
等
委
員
会
と
の
折
衝
に
お

い
て
字
句
・
文
言
・
訂
正
等
が
指
示
さ

れ
る
可
能
性
が
予
測
さ
れ
る
が
、
重
大

な
変
更
が
無
い
場
合
、
理
事
長
判
断
で

表
記
が
変
更
で
き
る
事
も
含
め
て
承
認

さ
れ
た
。

・�

大
蔵
経
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
運

用
に
係
る
経
費
に
つ
い
て
賛
同
を
求

め
る
件

　

理
事
会
、
評
議
員
会
、
参
与
会
共
通

の
協
議
事
項
の
た
め
一
括
審
議
さ
れ
た
。

事
務
局
よ
り
大
蔵
経
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
化
の
経
緯
と
過
去
の
支
援
に
つ

い
て
説
明
。
続
い
て
運
営
に
係
る
経
費

の
財
政
支
援
の
為
に
平
成
二
十
三
年
四

月
か
ら
三
年
間
、
一
年
間
二
千
八
百
万

円
を
目
標
と
し
て
加
盟
団
体
に
募
金
協

力
を
お
願
い
す
る
勧
募
案
の
説
明
が
行

わ
れ
、
全
会
一
致
で
賛
同
を
得
た
。

・
報
告
事
項

　

理
事
会
、
評
議
員
会
、
参
与
会
共
通

事
項
の
た
め
、
一
括
し
て
報
告
さ
れ
た
。

　

社
会
人
権
部
よ
り
、
加
久
保
範
祐
部

長
が
、
イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル
が
全
国
展
開

し
た
「
イ
オ
ン
の
お
葬
式
」
に
関
し
て

イ
オ
ン
に
意
見
書
提
出
及
び
会
談
を
行

っ
た
経
緯
に
つ
い
て
報
告
。
続
い
て
、

九
月
十
三
日
に
秋
葉
原
に
て
開
催
し
た

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
つ
い
て
報
告
を
行
っ

た
。（
関
連
五
頁
）

　

総
務
部
よ
り
奈
良
慈
徹
部
長
が
イ
オ

ン
問
題
を
中
心
と
し
て
、
取
材
を
受
け

た
報
道
機
関
名
や
掲
載
媒
体
に
つ
い
て

報
告
。

　

財
務
部
よ
り
垣
内
善
勝
部
長
が
、
救

援
基
金
報
告
と
会
計
基
準
の
移
行
に
つ

い
て
報
告
。

　

国
際
部
よ
り
入
西
智
彦
部
長
が
Ｗ
Ｆ

Ｂ
ス
リ
ラ
ン
カ
大
会
へ
の
会
議
出
席
予

定
者
の
報
告
、
及
び
記
念
ツ
ア
ー
へ
の

参
加
呼
び
か
け
が
な
さ
れ
た
。

　

広
報
文
化
部
よ
り
西
野
良
嘉
次
長
が

本
会
推
薦
の
東
映
映
画
「
手
塚
治
虫
の

ブ
ッ
ダ
」
と
「
花
ま
つ
り
」
の
ポ
ス
タ

ー
共
同
企
画
製
作
に
つ
い
て
報
告
。（
関

連
六
頁
及
び
八
頁
）
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葬
儀
は
誰
の
為
に
行
う
の
か
？

〜
お
布
施
を
め
ぐ
る
問
題
を
考
え
る
〜

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

　

本
会
主
催
の
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

九
月
十
三
日
午
後
六
時
よ
り
、
秋
葉
原

ダ
イ
ビ
ル
二
階
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー

ル
に
て
行
わ
れ
、
報
道
陣
を
含
む
約
三

百
五
十
名
が
参
加
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
、
奈
良
慈
徹
総
務
部

長
よ
り
当
初
の
定
員
を
大
幅
に
上
回
る

参
加
希
望
を
頂
い
た
こ
と
、
改
め
て
葬

儀
に
関
す
る
諸
問
題
へ
の
関
心
の
高
さ

を
感
じ
た
事
な
ど
が
述
べ
ら
れ
た
。

　

続
い
て
戸
松
義
晴
事
務
総
長
よ
り
開

催
主
旨
の
説
明
及
び
各
講
師
の
紹
介
が

行
わ
れ
、
各
講
師
に
よ
る
テ
ー
マ
に
沿

っ
た
講
演
が
約
十
五
分
ず
つ
行
わ
れ
た
。

テ
ー
マ
と
講
師
は
左
記
の
通
り
。

一
、
最
近
の
葬
儀
事
情（
デ
ー
タ
解
説
）

　
　

石
田　

佳
宏　

氏

　
　
（
大
和
総
研
主
任
研
究
員
）

二
、
寺
檀
関
係
の
変
化

　
　

中
島　

隆
信　

氏

　
　
（
慶
應
義
塾
大
学
商
学
部
教
授
）

三
、
僧
侶
と
檀
信
徒
の
関
係
と
は

　
　

碑
文
谷　

創　

氏

　
　
（
葬
送
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

四
、
一
般
の
方
々
が
納
得
す
る
葬
儀
と

は

　
　

玄
侑　

宗
久　

師

　
　
（
芥
川
賞
作
家　

僧
侶
）

　

石
田
氏
は
葬
儀
事
業
を
取
り
巻
く
現

況
を
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
解
説
。
出
生
、

死
亡
数
の
推
移
か
ら
二
〇
四
〇
年
が
死

亡
数
の
ピ
ー
ク
、
つ
ま
り
は
葬
儀
数
の

ピ
ー
ク
で
あ
る
こ
と
や
、
葬
儀
業
者
へ

支
払
う
費
用
の
推
移
に
つ
い
て
説
明
さ

れ
た
。
ま
た
、
葬
儀
を
行
う
際
に
「
宗

教
に
関
係
無
い
か
た
ち
で
」
行
い
た
い

と
い
う
割
合
は
、
世
代
が
若
く
な
る
ほ

ど
多
く
な
る
、
と
い
う
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
も
報
告

さ
れ
た
。

　

中
島
氏
は
イ
オ
ン
が
全
国
展
開
に
て

お
布
施
の
目
安
を
提
示
し
た
事
例
を

「
Ａ
Ｅ
Ｏ
Ｎ
シ
ョ
ッ
ク
」と
題
し
て
紹
介
。

背
景
と
し
て
寺
檀
関
係
の
希
薄
化
に
よ

り
葬
儀
の
宗
教
的
意
味
合
い
が
薄
れ
、

葬
儀
の
サ
ー
ビ
ス
化
、
料
金
化
が
国
民

に
違
和
感
な
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る

と
指
摘
。
今
後
は
寺
院
数
の
大
幅
減
少

や
檀
家
寺
が
葬
儀
社
の
傘
下
に
な
る
事

態
を
招
く
、
と
述
べ
た
。

　

碑
文
谷
氏
は
現
代
葬
儀
に
つ
い
て

「
日
本
仏
教
と
葬
式
」「
寺
檀
関
係
」「
布

施
」「
都
市
化
、
経
済
成
長
」
に
関
す

る
経
緯
と
問
題
点
を
説
明
。
特
に
都
市

部
の
「
宗
教
的
浮
動
層
」
は
「
布
施
が

寺
を
支
え
る
財
施
で
あ
る
」
と
い
う
意

識
は
な
く
、
こ
れ
に
便
乗
し
て
い
る
の

が
僧
侶
派
遣
の
プ
ロ
で
あ
る
、
と
述
べ

た
。
ま
た
、
遺
族
の
悲
嘆
を
癒
す
こ
と

に
無
理
解
な
僧
侶
が
実
際
に
存
在
す
る

こ
と
も
問
題
点
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
。

　

玄
侑
師
は
「
福
島
県
三
春
市
の
自
坊

で
は
個
別
的
、
歴
史
的
観
点
を
ふ
ま
え

て
檀
信
徒
の
葬
儀
を
行
っ
て
い
る
。

個
々
の
人
た
ち
に
ど
れ
だ
け
寄
り
添
え

る
か
が
葬
儀
で
は
重
要
で
あ
る
」
と
葬

儀
に
関
す
る
考
え
を
述
べ
た
上
で
、
都

市
部
で
行
わ
れ
て
い
る
「
宗
教
的
浮
動

層
」
が
行
う
個
別
的
・
歴
史
的
な
繋
が

り
が
何
も
な
い
葬
儀
を
全
国
的
に
展
開

し
て
い
く
事
に
は
賛
成
で
き
な
い
し
、

そ
れ
ら
が
全
て
同
一
の
「
葬
儀
」
と
し

て
論
じ
ら
れ
る
の
も
問
題
で
あ
る
、
と

述
べ
た
。

　

休
憩
を
挟
ん
だ
後
に
、
戸
松
事
務
総

長
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
来

場
者
の
質
問
用
紙
よ
り
寄
せ
ら
れ
た
質

問
の
要
約
に
講
師
四
名
が
答
え
た
。
質

問
内
容
と
し
て
は
、

　
「
布
施
と
寺
院
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」

　
「
お
布
施
の
金
額
や
戒
名
に
つ
い
て
、

具
体
的
に
ど
う
解
決
し
て
行
け
ば
よ
い

か
」

　
「
お
寺
の
あ
り
方
を
通
し
て
、
地
域

と
の
関
係
を
作
る
に
は
何
が
重
要
か
」

　
「
後
継
者
を
ど
う
育
成
す
る
べ
き
か
、

そ
の
際
何
が
重
要
か
」�

　
「
寺
院
の
公
益
性
を
ど
う
考
え
る
か
」

等
が
寄
せ
ら
れ
「
菩
提
寺
は
選
べ
な
い
、

と
言
う
が
、
最
近
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ

ン
が
流
行
っ
て
い
る
し
、
セ
カ
ン
ド
僧

侶
と
い
う
の
も
い
い
の
で
は
（
玄
侑

師
）」等
、
様
々
な
意
見
が
出
さ
れ
る
中
、

閉
会
と
な
っ
た
。

※�

各
講
師
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
及
び
講
演

内
容
に
関
す
る
詳
細
は
、今
後
の『
全

仏
』
誌
に
お
い
て
掲
載
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。
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※インパクト・インベストメントの詳細は、大和証券ホーム
ページ内の特集ページでご覧いただけます。
※全日本仏教会ホームページの賛助会員一覧
「団体会員 大和証券（株）法人サポート部」からもご覧いただけます。

大和証券ホームページ

未来を創る投資
インパクト・インベストメント
～投資を通じた社会貢献～

インパクト･インベストメント ～投資を通じた社会貢献～  大和証券の取り組み

◆インパクト・インベストメント
欧米では今、“インパクト・インベストメント
（Impact Investment）”という新たなトレンドが動き
出しています。インパクト・インベストメントとは、
経済的な利益を生み出すと同時に、貧困や環境などの
社会的課題に対して、より直接的で即効性のある解決
を目指す投資のことです。投資リターンのみならず社
会的リターンも期待できる、新しい投資のかたちとい
えます。
◆社会的課題の解決に向けて-大和証券の取り組み-
大和証券ではこれまで、調達資金をマイクロファイナ
ンス（貧困層向け小規模金融サービス）に活用する『マイ
クロファイナンス・ボンド』等、社会貢献につながるイ
ンパクト・インベストメント商品を販売してきました。
資金を必要としている人と資金を持つ人をつなぐ
という証券会社本来の役割を通じ、投資家の皆さ
まとともに、貧困をはじめとするさまざまな問題
の解決に寄与していきたいと考えております。

ご希望の方はFAXもしくは
ハガキにてお申込みください。

請求先：大和証券（株）
　　　　法人サポート部 公益法人担当係
宛　先：〒100-6752 東京都千代田区丸の内1-9-1
　　　　グラントウキョウノースタワー
ＦＡＸ：03－5555－0701
ご記入事項：貴法人名、所在地、お電話番号、
　　　　　　ご芳名、所属・ご役職
※数に限りがございますので、品切れの際はご容赦ください。
※ご記入いただいた情報は、当社または関連会社、提携会社の商
　品・サービス等のお客さまへのご案内、および商品開発やサー
　ビス向上のために利用させていただくことがございますので、
　あらかじめご了承ください。

冊子  無料進呈
冊子の内容を更新いたしました。

※2010Autumn版をお届けいたします。

全
日
本
宗
教
用
具
協
同
組
合
と
の

花
ま
つ
り
事
業
推
進
委
員
会
開
催

　

九
月
八
日
午
後
四
時
よ
り
本
会
会
議

室
に
て
開
催
。

　

こ
の
委
員
会
は
、
本
会
が
推
進
す
る

「
花
ま
つ
り
の
全
国
展
開
」
に
つ
い
て
、

全
日
本
宗
教
用
具
協
同
組
合
（
以
下
全

宗
協
）
と
協
働
・
協
力
で
き
る
事
業
を

模
索
す
る
と
い
う
目
的
の
も
と
初
の
開

催
と
な
っ
た
。
全
宗
協
よ
り
六
名
、
本

会
よ
り
五
名
及
び
広
報
委
員
の
新
倉
典

生
東
京
都
仏
教
連
合
会
事
務
局
長
が
出

席
し
た
。

　

全
宗
協
は
、
宗
教
用
具
（
仏
壇
・
仏

具
等
）
を
取
り
扱
う
宗
教
用
具
業
界
に

お
け
る
唯
一
の
全
国
的
組
織
の
協
同
組

合
で
あ
り
、
本
会
「
賛
助
会
員
」
に
も

入
会
し
て
い
る
。

　

花
ま
つ
り
の
展
開
に
関
し
て
「
大
人

か
ら
子
供
へ
言
葉
を
送
る
日
」
と
し
て

各
種
イ
ベ
ン
ト
を
展
開
し
て
は
、
と
の

提
案
を
本
会
よ
り
行
い
、
毎
年
本
会
が

無
償
に
て
配
布
し
て
い
る
「
花
ま
つ
り

絵
は
が
き
」
を
全
宗
協
と
本
会
の
連
名

に
て
作
成
し
無
料
配
布
し
て
は
、
と
の

協
議
が
な
さ
れ
た
。

　

全
宗
協
か
ら
は
、『
日
本
書
紀
』
の

記
述
に
ち
な
ん
で
制
定
さ
れ
て
い
る

「
仏
壇
の
日
」
の
三
月
二
十
七
日
か
ら

「
花
ま
つ
り
」
の
四
月
八
日
の
期
間
を

重
点
的
に
、
地
域
に
よ
っ
て
は
五
月
の

連
休
ま
で
の
期
間
、
協
働
事
業
を
展
開

す
る
事
を
考
え
て
い
る
、
と
報
告
。

　

具
体
的
に
は
全
宗
協
加
盟
の
各
仏
具

店
に
花
御
堂
の
設
置
を
推
進
し
、
本
会

が
作
成
し
て
い
る
「
花
ま
つ
り
絵
は
が

き
」
や
「
花
ま
つ
り
ポ
ス
タ
ー
」
等
の

掲
示
を
行
う
こ
と
、
全
宗
協
と
本
会
で

花
ま
つ
り
推
進
の
共
同
ポ
ス
タ
ー
の
作

成
を
行
う
等
の
提
案
が
な
さ
れ
た
。

　

特
に
共
同
ポ
ス
タ
ー
に
関
し
て
は
、

本
会
推
薦
の
東
映
映
画
『
手
塚
治
虫
の

ブ
ッ
ダ
』（
八
頁
参
照
）
と
の
連
携
が

可
能
な
ら
ば
、
花
ま
つ
り
事
業
の
推
進

に
大
い
に
効
果
が
あ
る
の
で
は
、
と
の

提
案
が
な
さ
れ
、
今
後
の
委
員
会
に
て

検
討
さ
れ
る
事
と
な
っ
た
。

　

次
回
委
員
会
は
十
月
二
十
八
日
に
開

催
。

全
日
本
宗
教
用
具
協
同
組
合
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ

　

http://w
w
w
.zenshukyo.or.jp/

　

index.htm
l
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事
務
総
局
録
事

　八
月
（
十
一
日
〜
三
十
一
日
）

十
一
日
▼
東
映（
株
）村
松
氏
来
局

十
二
日
▼�

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
打
合
せ
碑
文

谷
創
氏
来
局

　
　
　

▼�

朝
日
ビ
ジ
ネ
ス
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
来
局

　
　
　

▼
無
料
法
律
相
談
室

　
　
　

▼�

念
法
眞
教
桶
屋
良
祐
教
務
総

長
来
局

　
　
　

▼
大
和
証
券
佐
藤
氏
来
局

十
五
日
▼�

日
蓮
宗
「
第
五
十
一
回
千
鳥

ヶ
淵
戦
没
者
追
悼
法
要
並
世

界
立
正
平
和
祈
願
法
要
」
参

列

十
七
日
▼
局
内
会
議

十
八
日
▼�

部
落
解
放
人
権
夏
期
講
座
参

加
（
高
野
山
会
館
ホ
ー
ル
他　

至
二
十
日
）

　
　
　

▼�

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
打
合
せ

　
　
　
　

大
和
総
研
石
田
佳
宏
氏
来
局

十
九
日
▼�

常
務
理
事
就
任
宗
派
宗
務
総

長
・
総
長
懇
談
会
（
於　

京

都　

左
阿
彌
）

二
十
日
▼
イ
オ
ン
来
局

　
　
　

▼�

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
打
合
せ

　
　
　
　

中
島
隆
信
氏（
於 

慶
応
大
学
）

　
　
　

▼
経
済
産
業
省
来
局

二
十
五
日
▼
厚
生
労
働
省
遠
藤
氏
来
局

二
十
六
日
▼
文
化
時
報
来
局

二
十
七
日
▼
Ｂ
Ｎ
Ｎ
企
画
委
員
会

三
十
日
▼
臨
済
宗
円
覚
寺
派
取
材

三
十
一
日
▼�

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
リ
ハ
ー
サ
ル

　九
月
（
一
日
〜
十
日
）

一
日
▼�

朝
日
ビ
ジ
ネ
ス
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
来
局

　
　

▼�
東
京
都
慰
霊
協
会
主
催
秋
季
慰

霊
法
要
参
列
（
於　

東
京
都
慰

霊
堂
）

二
日
▼
総
務
財
政
審
議
会

　
　

▼
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
会
場
下
見

　
　

▼�

Ｂ
Ｎ
Ｎ
企
画
委
員
会
出
席
（
於　

庭
野
平
和
財
団
）

三
日
▼�

毎
日
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
編
集
部
来

局

　
　

▼
週
刊
女
性
来
局

　
　

▼�

第
十
九
回
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
イ
ツ

セ
ミ
ナ
ー
参
加
（
大
阪
府
立
男

女
共
同
参
画
・
青
少
年
セ
ン
タ

ー
）

五
日
▼�

大
本
山
増
上
寺
第
八
十
七
世
成

田
有
恒
台
下
三
回
忌
法
要
参
列

六
日
▼�

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
研
究
所
佐
々

木
氏
来
局

七
日
▼
国
際
交
流
審
議
会

　
　

▼�

愛
知
県
仏
教
会
前
会
長
近
藤
真

道
師
来
局

　
　

▼
ア
リ
コ
ジ
ャ
パ
ン
来
局

　
　

▼
毎
日
新
聞
来
局

八
日
▼�

全
日
本
宗
教
用
具
協
同
組
合
と

の
委
員
会
開
催

　
　

▼
無
料
法
律
相
談
室

九
日
▼�

全
日
本
仏
教
徒
会
議
栃
木
大
会

実
行
委
員
会
出
席
（
於　

観
専

寺
）

　
　

▼�

仏
壇
公
正
取
引
に
係
わ
る
説
明

参
加
（
経
済
産
業
省
）

十
日
▼
局
内
会
議

　
　

▼
東
映（
株
）来
局

　
　

▼
イ
オ
ン
来
局

　
　

▼
Ｎ
Ｈ
Ｋ
来
局

無料法律
相談室　
本会顧問弁護士　長
谷川正浩弁護士の、
無料法律相談を毎月
第二、第四木曜日の
午後開催しておりま
す。本会事務総局03
（3437）9275へ事前予
約の上おいで下さい。

地
域
仏
教
会
情
報
募
集
の
お
知
ら
せ

　

全
日
本
仏
教
会
で
は
、
地
域
仏
教
会

の
情
報
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
仏
教

会
の
活
動
や
取
り
組
み
に
関
し
て
の
ご

寄
稿
・
写
真
を
左
記
事
務
総
局
ま
で
お

寄
せ
下
さ
い
。

※�

都
道
府
県
仏
教
会
、
市
町
村
仏
教
会

及
び
本
会
未
加
入
の
仏
教
会
の
情
報

も
歓
迎
致
し
ま
す
。

全
日
本
仏
教
会

　広
報
文
化
部

電　
話�

〇
三
─
三
四
三
七
─
九
二
七
五

Ｆ
Ａ
Ｘ�

〇
三
─
三
四
三
七
─
三
二
六
〇

Em
ail

：kouho@
jbf.ne.jp

機
関
誌
『
全
仏
』

広
告
募
集
の
お
知
ら
せ

　

機
関
誌
『
全
仏
』
は
、
月
間
一
万
部
発

行
さ
れ
、
全
日
本
仏
教
会
加
盟
団
体
・
各

地
の
寺
院
の
方
に
購
読
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

（
年
一
〇
回
発
行
）

　

広
告
掲
載
ご
希
望
の
方
は
、
左
記
全
日

本
仏
教
会
事
務
総
局
ま
で
お
問
い
合
せ
下

さ
い
。

※�

掲
載
内
容
に
よ
り
、
若
干
の
変
更
を
、

お
願
い
す
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。
ご

了
承
下
さ
い
。

全
日
本
仏
教
会

　広
報
文
化
部

電　

話�

〇
三
─
三
四
三
七
─
九
二
七
五

Ｆ
Ａ
Ｘ�

〇
三
─
三
四
三
七
─
三
二
六
〇

Em
ail

：kouho@
jbf.ne.jp
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本会推薦映画
手塚治虫の
ブッダ─赤い砂漠よ�美しく─
� のご案内

■文化庁芸術振興補助金助成
■全日本仏教会推薦
■2011年5月28日㈯全国ロードショー

　世界中から愛され続ける「手塚治虫のブッダ」
が遂に映画化されます。
　全三部作の第一部キャスティングに吉永小
百合、堺雅人、吉岡秀隆を擁し、壮大な＜い
のちのドラマ＞を描きます。
　皆さま是非映画館へ足をお運び下さい。

詳細は下記ＨＰにてご確認下さい。
http://www.budha-movie.jp

「葬儀は誰の為に行うのか」シンポジウム写真集

報道陣も多数取材に訪れた寄せられた質問を元にパネルディスカッションが行われた

コーディネーターを戸松義晴事務総長が務めた各講師によるプレゼンテーションが行われた




